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「国保のすがた」 

令和６年 11 月 国民健康保険中央会（抜粋） 

 

国民健康保険は制度創設以来、国民すべてがいつでもどこでも安心して医療が受けられる“国民皆保険

制度”の中核を担い、地域医療の確保や地域住民の健康の維持増進に貢献してきました。 

しかしながら、国民健康保険は、被用者保険に比べて中高年齢者の方が多く加入していることから医療

費水準が高いことに加え、保険料（税）の負担能力が弱い加入者の方が多いため保険料（税）の負担が重

くなるという構造的な問題を抱えています。さらに、高齢化の進行や、疾病構造の変化などによる更なる

医療費水準の上昇等に対する対応も求められています。 

 そのような情勢の中で、国民皆保険制度の“最後の砦（セーフティーネット）”である国民健康保険の運

営を安定化させていくことは、我が国の社会保障制度上、非常に重要な課題です。  
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